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八
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【「
鳥
獣
戯
画
」か
ら

　
　
雑
学「
鳥
獣
植
物
戯
詩
」へ
】

　

ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
が
鳥
獣
の
姿
を
擬
人
化
し
、
社
会

の
滑
稽
、
風
刺
を
描
い
た
平
安
後
期
の
「
鳥
獣
戯
画
」
は
現
代
か

ら
見
て
も
庶
民
感
覚
に
満
ち
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
の
よ
う
な
人
文
学
者
が
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
・
パ

ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語
で
当
時
の
権
力
を
辛
辣
に
戯
画
化
し
た
物

語
が
あ
る
。
権
力
の
無
謀
や
無
能
ぶ
り
に
呆
れ
る
と
、
思
わ
ず
正

面
か
ら
批
判
す
る
よ
り
は
も
っ
と
深
く
世
界
を
抉
る
方
法
を
ひ
と

は
探
る
。
日
本
漫
画
の
元
祖
の
よ
う
な
絵
巻
物
は
お
よ
そ
44
ｍ
に
も

及
ぶ
４
巻
の
絵
巻
物
。
京
都
市
右
京
区
の
高
山
寺
に
伝
わ
る
。
作

者
は
一
人
に
限
定
で
き
な
い
。
こ
の
匿
名
性
、
複
数
性
が
戯
画
を

自
由
に
し
、庶
民
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。兎
と
相
撲
を
取
る
蛙
。

そ
れ
を
囃
す
蛙
た
ち
。
お
公
家
さ
ん
の
格
好
を
す
る
猿
。
狐
、
猫
、

鼠
、
雉
、
木
菟
、
貂
、
鹿
、
猪
な
ど
が
軽
快
な
筆
致
で
描
か
れ
る
。

連
載
に
あ
た
り
、
鳥
獣
に
限
ら
ず
昆
虫
、
植
物
の
姿
も
捉
え
て
み

た
い
。
と
か
く
詩
の
世
界
は
生
真
面
目
さ
に
幽
閉
さ
れ
や
す
い
。

部
屋
に
籠
る
よ
り
は
日
の
光
を
浴
び
、
捕
虫
網
を
持
ち
、
麦
わ
ら

帽
子
で
野
山
を
駆
け
巡
る
の
が
好
き
だ
っ
た
筆
者
に
は
鳥
獣
昆
虫

植
物
は
格
好
の
題
材
。
人
間
以
外
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
無
尽
蔵
だ
。
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う
ざ
ん  
じ

第
１
回


